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ソ フ ト テニスにおけるバックハン ドスライスス トロ ークの有効性について

The effects of backhand slice stroke 
山 本 忠 志* 長 井 紗 帆** 
YAMAMOT0 Tadashi NAGAI Saho 

on soft tennis games
松 下 健 二***

MATSUSHITA Kenji 

本研究は, ソフ ト テニスにおいて硬式テニスのス ト ローク技術を用いた, 表面を使用したバックハン ドスライスス トロー

クの特性を明らかにすると と もに, そのストローク技術を用いた際のゲーム展開から、 そのス ト ロークの有効性を明らか

にするこ と を目的と した .

1 . バ ッ クハ ン ドスライ スス ト ロ ークの特性をみるためにバ ックハ ン ドスライ スス ト ロ ークによ る伸びるボール, サイ ド

変化のボール, 止まるボールに加えて , 表面および裏面による順回転のバックハン ドス ト ローク , さ らに裏面による逆

回転のバックハン ドス ト ロークの 6 つのス ト ロークによるボール軌跡の比較をするために 3 次元分析を行った . その結

果 , 伸びるボールはバウン ドの高さは低 く , ピークまでの速度は速く , 着地点が長かった . サイ ドに変化するボールで

はバウンド後大き く変化するこ とで打ち損じをさせる . また, 止まるボールでは相手に前方への身体移動を要求するこ

とになり , 打球態勢を崩すことができる可能性を示唆するものであった. 以上のことからゲームにおいてポイ ント奪取

のために有効に働 く ものと考えられる .

2 . 試合における有効性についてはダブルス10試合 , シングルス 6 試合の試合を行った結果 , バックハン ドスライ スス ト

ローク を相手に打った際に, 相手がボールを空振りするこ とや相手がミ スシ ヨツト をするこ とが多 く なるこ とが示され

た . また , レシーブ時に使用するこ とにより , 相手からチャ ンスボールが返球され, 前衛がボレーやスマ ツシユを決め

るこ とができる場面が認められた . 伸びるボールではダブルスの場合, 詰まった状態での返球が多 く なり , サイ ドに変

化するボールではラケ ッ トの端にボールが当たり ミ スシ ヨ ツト になるかも し く は返球しても コート より も外に出される

ため , 次のス ト ロ ークへの対応が遅く なるため有効である . シングルスでは , 長いボールだけではな く , 短いボールも

相手に対しては有効なボールとなり , 打てるス ト ロークの種類が増えるこ とはポイ ント になりやすい可能性から , より

有効であるこ とが明らかになった .

以上の結果 , 今回採用した硬式テニスのバ ックハン ドスライ スス トロ ークの打球方法は, ソ フ ト テニスのゲームにおけ

るポイ ント奪取に有効な手段であるこ とが認められた. 
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1. 目的
現在我が国では, 硬式テニスと軟式テニス (以後ソフ
ト テニス) の 2 つのテニスが行われている . ソ フ ト テニ

スは1878 (明治11) 年, 日本政府の招きで来日したG ・ 
A ・ リ ー ラ ン ドが, アメ リ カから用具を取り寄せて受講
者に教えた . その時使用されたボールはローンテニス用

で, 入手しにく く , 国内で製造するにも技術的に無理で
あった. その代用品と して, 比較的入手しやすい女の子
の手まり用のゴム球を使用し, 1879年に東京師範学校で
日本製ゴムボール (三田ゴム) を用いて行われたのが始
まり と されている ' )

.

ソフ ト テニスのス トローク技術のう ちグラ ン ドス トロー

クには, 順回転をかけて打つものと逆回転をかけて打つ
ものの 2 種類がある 2). ソ フ ト テニスではラケ ッ トの同

一面 (片面) のみを使用してストローク動作は行われて

いる . 日本ソ フ ト テニス連盟によると , ルール上両面を

使用しても反則ではないといわれている . しかし , 現在
のソ フ ト テニスでは前衛が相手前衛からきたボレーなど

をフォローする際以外 , 両面は使用されていない . なぜ
ソ フ ト テニスのグラ ン ドス ト ロークで片面しか使用しな

いのかは, 現在までの調査結果では不明である .
と こ ろで , ソ フ ト テニスのゲームで使用されるグラ ン
ドス ト ロ ークは , フ ォアハン ドス ト ロークでは順回転 , 
逆回転のロ ングシ ヨツト およびシ ヨー ト シ ヨ ツト , バッ
クハン ドス ト ロ ークでは順回転のみのロ ングシ ヨ ツト お

よびシ ヨー ト シ ヨ ツト である . よって現在のソ フ ト テニ
スでは , 順回転のフ ォアハン ドス ト ロ ーク とバ ッ クハン

ドス ト ロ ーク , そして逆回転のフ ォアハン ドス ト ローク

の 3 つのス トローク技術で試合戦術が構成されている . 
逆回転のバ ッ クハン ドス ト ロ ークはシ ヨー ト シ ヨ ツト の
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み打たれているが, ロ ングシ ヨ ツ トは打たれていない . 

ロ ングシ ヨ ツトが打たれていない理由と して , そのス ト
ローク動作での肩関節の内旋と前腕の回内動作から , 逆
回転をかけて斜め前のネ ッ ト近 く にボールを落とすよう

なシ ヨ ツト や , 繁ぎのよう な球足の短いシ ヨ ツトは打て
るものの, ロ ングシ ヨ ツト を打つこ とは不可能である 3).

一方, 両面を使用する硬式テニスでは, フォア ハン

ドス ト ロ ークやバ ッ クハン ドス ト ロ ークにおいて , 順回

転のロ ングシ ヨ ツ ト およ びシ ヨー ト シ ヨ ツ ト はも ち ろん

のこ と , 逆回転のス トロークにおいてもロ ングシ ヨ ツト
やシ ヨー ト シ ヨ ツ ト のボールを , ス ト レー ト にも クロ ス

にも打ち分けられている . すなわちソ フ ト テニスに比べ
てより多用なス トロークが用いられている . ソ フ ト テニ
スにも硬式テニスの逆回転のバックハン ドス ト ロークの

ス トローク技術を取り入れるこ とによって , ゲームでの
ス トローク技術が 3 種類から 4 種類となり , ゲーム展開
の幅を広げるこ とができるものと考えられる .
こ れまでに, ソ フ ト テニスにおいて硬式テニスの逆回

転のバックハン ドス ト ローク を使用されなかった理由と

して , 1 . 打球速度がフ ォアハン ドス ト ロークより も遅
い, 2 . 浮いたシヨツトに成りやすく滞空時間が長い等
の理由が挙げられ, これらのシ ヨツトは相手前衛に処理
されやす く あまり有効なシ ヨツト でないと されてきたか

らである . しかしながらこれらの理由は選手の感覚から
のものであり , 実験的に解析したものではない .
そこで本研究ではソ フ ト テニスにおいて , 硬式テニス

と同様に表面を使用し , 逆回転をかけたバックハンドス
ト ローク (以後バックハン ドスライ スス ト ローク ) を新

たに試みよう とするものである . そして , そのス トロー

クの特性を明らかにすると と もに, そのス トローク技術
を用いた際のゲームの展開から , そのス トロークの有効
性を検討すること を目的とする. 

11. 方法
1 . バッ クハン ドスライ スス トロークの特性に関する

分析

1 ) 被験者
新しいストローク技術であるため被験者については, 

バックハン ドスライ スス ト ローク を打つこ とができ るテ

ニス経験者 2 名と した.
1 名の被験者 (A) は30年以上硬式テニスの経験を持

ち , 各ストロークを思い通りに打てる技能の持ち主であ
り , 加えてソ フ ト テニスのグラ ン ドス ト ロ ーク も十分打

てる技能を有していた . しかしながらソ フ ト テニスのス
ライスス トロークについては肩関節に若干の損傷を有す

るため, このス ト ロークについてはソ フ ト テニス歴10年

の被験者 (B) が打つことにした.
2 ) 方法
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硬式テニスにおける逆回転のスライスストロークのボー

ル特性と して①バウンド後ボール速度が増しボールが伸

びる , ②バウン ド後ボールが横にカーブする , ③バウン

ド後ボール速度が落ちその場で止まるの 3 種類みられる . 
そこで, 被験者A に 3 種の打球を硬式テニスの打球方法
にて打ち分けるよう に要求した.
1 . 表面を使用したバ ックハン ドスライ スス ト ロークに
よ る伸びるボール

2 . 表面を使用したバ ックハン ドスライ スス ト ロークに

よるサイ ド変化するボール

3 . 表面を使用したバ ックハン ドスライ スス ト ロークに
よ る止まるボール

これらに加えて , 硬式テニスの打球方法による順回転
のバックハンドス トローク ( 4 . 表面を使用した順回転
のバックハン ドス ト ローク ) と ソ フ ト テニスの打球方法

による順回転のバックハン ドス トローク ( 5 . 裏面を使
用した順回転のバックハン ドス トローク ) を打たせた . 
そして, 被験者Bには 6 . 裏面を使用した逆回転のバッ
クハン ドス ト ローク を打たせた .

以上 6 種類のストロークについて, コート内で 2 バウ
ンドしたボールを有効打と して, 各ストローク計10球打
たせた .

3 ) ボール軌跡の計測
2 台のハイ ス ピー ド カ メ ラ (CASIO 社製 EXILIM 

PRO Ex -Fl ) を使用し , テニスコートの半分のサイ ド
ライ ン側方とバック ライ ン後方より シ ヨ ツト時のネ ッ ト

を超えてからのボール軌道を撮影した . 半分のコートの
右半分側に , 2 メ ート ルのキヤリ ブレー シ ヨン ( 1 メ ー

トルごとに印をつけている) をつけた. 撮影された画像
を , 画像処理ソフ ト Frame-DIAS II V 3 を用いて 3 次
元分析を行い, ネ ッ ト を越えバウンド (着地点) をして
から最高点までの軌跡における時間, 距離, 速度, およ
び高さ , さらに着地点から次の着地点までの時間と距離
を算出した (図 1 ) . 

図1 . 3 次元分析項目

4 ) 続計処理
6 つのストロークの比較と して, 一元配置の分散分析



ソ フ ト テニスにおけるバ ッ クハ ン ドスライ スス ト ロ ークの有効性について

を行い , 有意な差異が認められた場合には, Tukey を用
いて各種類の有意性の検討を行った . なお, 有意水準は
5 %未満と した. 

2 . 試合におけるバッ クハン ドスライ スス トロークの有

効性について

1 ) 被験者
被験者は, H市にある中学校の男子ソフ ト テニス部 3 

年生のう ち硬式テニスのバックハン ドスライ スス ト ロー

ク (スライス) を十分に打つことができる者 3 名を選ん
だ . また 3 名は , 県レベルのト ップクラスの生徒である . 

ダブルスの試合を行う際には, 試合を行う際に実力の差
がないよう に 3 年生の被験者と練習においてほぼ同様の
実力を有し , 対等にストロークの交換ができる同じ中学
校男子生徒の2 年生 2 名を対戦相手と した.
本研究の目的, 実験の方法, 撮影内容などを被験者, 
学校に対しては, 口頭と書面で説明し , その後校長, 学
校側, クラブ顧問に実験に参加する同意を得た .
2 ) 方法
( 1 ) 実験試合の手順と記録方法
平成25年10月から11月上旬にかけ, ダブルス10試合お
よびシングルス 6 試合の計16試合を行った . ゲーム中 , 
いつスライ スを使用 したのかがわかるよう に, スライ ス

をしない被験者の後方と , ゲーム全体が見えるよう にス
ライスをする被験者の後方の2 方向より ビデオ撮影を行っ
た . なお , ゲーム中にはスライ スを した被験者には自己

申告をしてもらい記録を取った .
ダブルス , シングルス16試合のビデオから , 被験者が

スライスを打った後の相手の返球の動きを観察し , 相手
の返球の代表的なものを 5 種類に分類すると共に, それ
ぞれの出現率 (%) を算出した . また, 試合の全ポイ ン
ト数, スライス出現回数, スライスによるポイ ント数の
それぞれの出現率 (%) を算出した . 

( 2 ) 試合の行い方について
ダブルス10試合のう ち 6 試合 , シングルス 6 試合のう

ち 3 試合は, 被験者に対 して試合中のバックハン ドスラ
イスストロークの使用方法などの課題を与えず, 被験者
自ら考え試合を行った. その後, 被験者と対戦相手に感
想を聞いた .
一方, バックハン ドス ト ロークの有効性を明らかにす
るため, ダブルス10試合のう ち 4 試合 , シングルス 6 

試合のう ち 3 試合は, 被験者に対 して試合中のスライス
の使用方法について以下に示す課題を与え , 被験者にそ
の課題を意識して試合を行ってもらった . ダブルス試合
で被験者に与えた課題と して, 後衛に対しては,
・ 余裕を持って打てるシュート ボールをスライ スで返球

すること

・ 届きそう で届かないボールをスライスで返球するこ と
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・ スライ スを様々なコースに打ちわけるこ と

・ スライ スボールに長短や , 高さをつけたボールを返球

するこ と と した.
さ らに, 前衛に対 しては
・ レシーブでスライ スを使用するこ と

・ バ ッ ク ライ ンでス ト ロ ーク をする際にスライ スを使用

して, 前につく こ と
・ レ シーブを打つ際にボールに長短をつけて返球するこ

と

・ ス ライ スボールに長短や , 高さ をつけたボールを返球

すること と した.
また, シングルス試合で被験者に与えた課題と しては, 
・ 余裕をも って打てるスライ スボールは , 左右に振って

返球すること

・ 余裕をも って打てるスライ スボールは , 短く 返球する
こ と と した.
そして, 各々の試合の結果から有効性について検討し

た . 

111. 結果
1 . 6 種類のストロークにおけるボール軌跡に関する分析

6 種類のス ト ロークの特性をみるために正面 (Front) 
から と横 (s ide) からの 2 方向から撮影したボール軌跡
画像の一例を図 2 に示した.
図 2 は表面を使用したバックハン ドスライ スス トロー
クによる伸びるボールの軌跡を示したものである . ネ ッ

ト を越えてから一つ日のバウンド地点までの距離が長く , 
バウンドを着いてからもバウンドの高さが低いまま , ボー
ルが伸びているこ とが示された . サイ ド変化のボール軌
跡は, ネ ッ ト を越えてから一つ目の着地点までの距離が
長く , 伸びがみられ, バウンド後の高さが高い軌道を示
すと と もに横への曲がり具合は大きなものであった. 止
まるボール軌跡では, ネ ッ ト を越えてから一つ日の着地
点までの距離が短く , 伸びはあまり見られないがバウン

図 2 表面を使用したバ ッ クハン ドスライ スス トロ ークによ

る伸びるボールの軌跡 Front (上図) と Side (下図)
から撮影
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ドの高さは高いものであった . 順回転のバックハン ドス

ト ロークでは, 着地点から次の着地点までの距離がはる
かに長く よ く伸びているこ と , そしてバウン ドの高さは
かなり高 く , よ く 跳ねていた . 裏面による順回転のバッ
クハン ドス ト ロ ークは , 表面によ る順回転のバ ッ クハン

ドス トロークのストロークに比して若干 , 次の着地点ま
での距離が長 く弾み, 高さは低く見られた . 裏面による
逆回転のバックハン ドス ト ロークは , ネ ッ ト を越えてか

ら一つ目の着地点までの距離が他の 5 種類のス トローク
より も短 く , バウンドの高さは高い .
2 . 6種類のス トロークによるボールの高さ , 時間 , 距
離, 速度の比較
図 3 は着地点から最高点までの高さについて各10本の

平均と標準偏差の 6 種類のストローク比較について示し
たものである. 1 に対して 3 , 4 , 5 , 6 に 1 %水準で
有意に高い値を示し , 2 に対して 3 , 4 , 5 , 6 に, 3 
に対して 4 , 6 では有意に高く なるという結果であった. 
つまり , 1 , 2 , 3 のバックハン ドスライ スボールは順

回転の 4 , 5 やソ フ ト テニスの逆回転のボール 6 より も
バウンドの高さが低いという結果であった . また, 1 , 
2 , 3 では, 1 と 2 に有意な差はなかったが, 1 , 2 よ
り も 3 はバウンドが高いという結果であった . 
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図 3 . 最高点までの高さの比較

*' : p < 0.01 * : p < 0.05
表面によ るバ ッ クハン ドスライ スス トロ ークの伸びるポール

表面によるバックハン ドスライ スス トロークのサイ ド変化のボール

表面によ るバ ッ クハン ドスライ スス トロ ークの止まるポール

表面による順回転のバックハン ドス トロ ーク

裏面による順回転のバックハン ドス トロ ーク

裏面による逆回転のバックハン ドス トロ ーク

図 4 は着地点から最高点までの時間について各10本の
平均と標準偏差の 6 種類の比較について示したものであ
る. 1 に対して 3 , 4 , 5 , 6 に 1 %水準で有意に高い
値を示し , 2 に対して 4 , 5 , 6 に, 3 に対して 6で 1 
%水準で有意に高い値を示した. つまり , 1 , 2 のバッ
クハン ドスライ スボールは , 順回転の 4 , 5 および 6 の
ソ フ ト テニスの逆回転のボールより も ピークまでの時間

は短いという こ とがわかった . また, 3 は 4 , 5 の順回
転のボールとは差がなかったものの, 6 のソ フ ト テニス

の逆回転のボールより も , 時間が短いことがわかった . 
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図 4 . 最高点までの時間の比較
** : p < 0.01

表面によるバ ッ クハン ドスライ スス トロ ークのイ中びるボール

表面によるバックハン ドスライ スス トロークのサイ ド変化のボール

表面によるバ ッ クハン ドスライ スス トロ ークの止まるボール

表面による順回転のバックハン ドス トロ ーク

真面による順回転のバックハン ドス トロ ーク

裏面による逆回転のバックハン ドス トロ ーク

さらに, 1 , 2 , 3 では, 1 と 2 , 2 と 3 に差はなかっ
たものの, 1 と 3 では 3 のボールの方で時間がかかると
いう こ とがわかった . 
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図 5 . 最高点までの距離の比較
** : p < 0.01

表面によるバッ クハン ドスライ スス トロ ークのイ中びるポール

表面によるバックハン ドスライスス トロークのサイ ド変化のボール

表面によるバッ クハン ドスライ スス トロ ークの止まるポール

表面による順回転のバックハン ドス トロ ーク

裏面による順回転のバックハン ドス トロ ーク

裏面による逆回転のバックハン ドス トロ ーク

図 5 は着地点から最高点までの距離について各10本の
平均と標準偏差の 6 種類の比較について示したものであ
る. 1 に対して 4 , 5 , 6 に 1 %水準で有意に高い値を
示し , 2 に対して 4 , 5 , 6 に 1 %水準で, 3 に対して
も 4 , 5 , 6 に 1 %水準で有意に高い値を示した. 4 に
対しては 5 , 6 に, 5 に対し 6 に 1 %水準で有意に高い
値を示した. つまり , 1 , 2 , 3のバックハンドスライ
スボールは , 順回転の 4 , 5 やソ フ ト テニスの逆回転の

ボール 6 より も ピークまでの距離は短いという こ とがわ
かった. また, 1 , 2 , 3 ではと もに有意な差はみられ
なかった .
図 6 は着地点から最高点までの速度について各10本の

平均と標準偏差の 6 種類の比較について示したものであ
る. 1 に対して 2 , 3 に 1 %水準で有意に低い値を示し, 
4 , 5 は 1 %水準で有意に高い値を示した. 2 に対して
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図 6 . 最高点までの速度の比較
** : p < 0.01

表面によるバ ッ クハン ドスライ スス トロ ークの伸びるボール

表面によるバッ クハン ドスライ スス トロ ークのサイ ド変化のボール

表面によるバ ッ クハン ドスライ スス トロ ークの止まるボール

表面による順回転のバ ッ クハン ドス トロ ーク

裏面による順回転のバ ッ クハン ドス トロ ーク

裏面による逆回転のバ ッ クハン ドス トロ ーク

は4 , 5 に, 3 に対しても 4 , 5 に 1 %水準で有意に高
い値を示した. 4 に対しては 5 で有意に高く , 6 では有
意に低く示された . 5 に対しては 6 で有意に高い値を示
した . つまり , 1 , 2 , 3のバックハン ドスライスボー
ルは, 順回転の 4 , 5 より も ピークまでの速度は遅いと
いう こ とがわかった . だが, 6 との差はなかった .
また, 1 , 2 , 3 では, 1 より も 2 , 3が遅いという

こ とがわかり , 2 , 3 に差はみられなかった . 
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図 7 . 着地点から次の着地点までの時間の比較
** : p < 0.01 * : p < 0.05

表面によ るバ ッ クハン ドスライ スス トロ ークの伸びるボール

表面によるバックハン ドスライスス トロークのサイ ド変化のボール

表面によ るバ ッ クハン ドスライ スス トロ ークの止まるボール

表面による順回転のバックハン ドス トロ ーク

真面による順回転のバックハン ドス トロ ーク

裏面による逆回転のバックハン ドス トロ ーク

図 7 は着地点から次の着地点までの時間について各10 
本の平均と標準偏差の 6 種類の比較について示したもの
である. 1 に対して 2 では 5 %水準で, 3 , 4 , 5 , 6 
では 1 %水準で有意に高い値を示した. 2 に対して 3 , 
4 , 5 , 6 に 1 %水準で有意に高い値を示し , 3 に対し
て 6 に 5 %水準で有意に高い値を示した. 5 に対しては
6 に 1 %水準で有意に高い値を示した. つまり 1 , 2 の
バックハン ドスライ スボールは , 順回転の 4 , 5 やソ フ

ト テニスの逆回転のボール 6 より も時間が短いという こ
とがわかった . だが, 3 は 6 との差はあったものの, 順
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回転の 4 , 5 とは差がなかった .
また, 1 , 2 , 3 では, 1 より も 2 , 3 で時間が長く , 

2 より も 3 はさ らに時間がかかっているという こ とがわ
かった .
図 8 は着地点から次の着地点までの時間での距離につ
いて各10本の平均と標準偏差の 6 種類の比較について示
したものである. 1 に対して 4 , 5 に 1 %水準で有意に
高い値を示し , 2 に対して 4 , 5 , 6 に 1 %水準, 3 に
対して 4 , 5 , 6 に 1 %水準で有意に高い値を示した. 
4 に対して 5 に 5 %水準で有意に高い値を, 6 に 5 %水
準で有意に低い値を, 5 に対して 6 に 1 %水準で有意に
低い値を示した . つまり , 2 , 3 のバックハン ドスライ
スボールは , 順回転の 4 , 5 やソ フ ト テニスの逆回転の

ボール6 より も距離が短いという ことがわかった. だが, 
1 は 6 との差がなかった. また, 1 , 2 , 3 では, 差が
なかった . 
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図 8 . 着地点から次の着地点までの距離の比較
** : p < 0.01 * : p < 0.05

1 . 表面によるバ ッ クハン ドスライ スス トロ ークの伸びるボール
2 . 表面によるバッ クハン ドスライ スス トロークのサイ ド変化のボール
3 . 表面によるバ ッ クハン ドスライ スス トロ ークの止まるボール
4 . 表面による順回転のバッ クハン ドス トロ ーク
5 . 裏面による順回転のバ ッ クハン ドス トロ ーク
6 . 裏面による逆回転のバ ッ クハン ドス トロ ーク

2 . 試合におけるバッ クハン ドスライ スス トロークの有

効性について

1 ) 課題なしの試合について
課題なしと して行ったダブルス試合10試合のう ち 6 試

合およびシングルス試合 6 試合のう ち 3 試合での試合に
おける結果, ポイ ント数, スライスによるポイ ント数, 
被験者と対戦相手の感想は次のよう に示された.
ダブルス 1 試合目は 3 年生が 3 0で勝ち, スライス

出現回数は全14ポイ ント中 6 ポイ ント でスライスによる
ポイ ントは 1 ポイ ント であった .

3 試合日は 3 0で 3 年生が勝ち , スライス出現回数
は全21ポイ ント中 6 ポイ ントでスライスによるポイ ント
は 3 ポイ ントであった. 試合が終わった後の感想と して, 
後衛が 「スライスを深く 打つのが難しかった」 と言って

いた.
6 試合日も 3 年生が3 -0 で勝ち , スライス出現回数
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は全19ポイ ント中10ポイ ントでスライスによるポイ ント
は 8 ポイ ントであった . 前衛から表面のボレーが新し く
でてきていた. 試合が終わった後の感想では後衛が 「ス
ライ スで相手を崩すこ と を意識してやった」 (ゲーム中
4 ポイ ント成功) , 「通常のストロークの一つと して使え
る感覚がある」 と述べ, 相手 2年生は 「取りにくい, 回
転を理解できないが、 いつもとは違う方向へいく」 と述

べていた. 前衛は 「 どちらに動いていいのかわからない」
と述べていた .
シングルスの 1 試合目, 3 年生が 3 0で勝ち, スラ

イ ス出現回数は全14ポイ ント中 7 ポイ ントでスライスに
よるポイ ントは 5 ポイ ントであった . 試合が終わった後
の感想と して 「 シングルスの方が使いやすかった」 や

「ダブルスより もスライスが取り にく い」 と述べていた .
2 試合目も 3 年生が3 - 1 で勝ち , スライス出現回数

は全20ポイ ント中10ポイ ントでスライスによるポイ ント
は 8 ポイ ンであった .

3 試合目は3 年生同志で行い 3 - 1 であった . スライ
ス出現回数は全24ポイ ント中 6 ポイ ント でスライスによ
るポイ ントは合計 5 ポイ ント であった .
2 ) 課題ありの試合について
ダブルス試合10試合のう ち 4 試合 , シングルス試合 6 

試合のう ち 3 試合で, 被験者に課題を与えた場合の試合
結果と課題に対するポイ ント数, スライ スによるポイ ン
ト数, 被験者と対戦相手の感想である.
ダブルス試合の 1 試合目は 3 年生が 3 0で勝ち , ス

ライ ス出現回数は全15ポイ ント中 6 ポイ ントでスライ ス
によるポイ ントは 4 ポイ ントであった . その際与えた課
題は後衛に対 して 1 . 余裕があり そう なシュート ボール
が返ってきた際にスライスを使用してほしい , 2 . 届き
そう で届かないバックのボールの際にスライ スを使用し

てほしいと し , 前衛に対しては 1 . レシーブでスライス
を使用してほしい , 2 . 後ろから上がる際にスライスを
使用してほしいと した. その結果, 前衛の課題に対して
レシーブ 4 回使用 ( 4 ポイ ント中 3 ポイ ントがスライス
によるポイ ント ) , 後衛の課題に対 してギリ ギリ届 く か
届かないかのボール 1 回使用 ( 1 ポイ ント中 1 ポイ ント
がスライ スによ るポイ ント ) であった . 試合後の感想で

は後衛が 「スライ スを打つのが難しかった」 , 前衛が
「スライ スを打つとチ ャ ンスボールが返って く る」 な ど

があり , 「相手は取り にく かった, 下からす く う よう な
打ち方しかできない , スライスを打たれると、 シュート
ボールを打つのは無理」 などがみられた .

3 試合目は2 , 3 年生合同チームが4 1 で勝ち, ス
ライ ス出現回数は全25ポイ ント中 8 ポイ ントで , スライ
スによるポイ ントは 5 ポイ ントであった . 課題は前衛に
対 してレシーブの際に長短をつけたスライスを打ってほ

しいである . その結果, ス トロークを含め 3 回使用し , 

116 

3 ポイ ント中 2 ポイ ント をスライ スよるポイ ント とする
ことができた. 試合後の感想と して前衛と して 「上にあ
がる際にスライスを使用するといい」 , 後衛と して 「何
回かスライ スを受けるとスライ スになれて く る」 , 「スラ
イ スをスライ スで返球できるが、 スライ スから順回転を

打つのは難しい」 などがみられた .

4 試合日は3 年生が2 年生相手に3 - 2 で勝った . ス
ライス出現回数は全50ポイ ント中23ポイ ントあり , スラ
イ スによるポイ ントは11ポイ ント あった . 与えた課題は
後衛に対してスライスをス ト レートのみでなく 、 クロス ・ 

逆クロスにも打つと した. その結果, レシーブ、 ストロー
ク を含めクロ ス ・ 逆クロ ス ・ ス ト レー ト のボールを11回

使用したと こ ろ , 11ポイ ント中 8 ポイ ントがスライスに
よるポイ ン ト と なった . 試合後の感想では , 後衛では
「スライ スは引っ張るボール (逆クロス) の方が打ちや
すい」 や 「スライスで高めのボールも振り切れば打てる」 , 
前衛では 「チ ャンスボールは表面でボレーができる」 や

「 レシーブはスライ スが使える , 高さを付けたスライ ス
を使った方がいい, 長いスライスボールが返しにく い」
や 「回転が違う ため浅いスライ スボールになると取れな

い」 な どがみられた .
シングルス試合の 1 試合日は 3 年生同志の対戦で 3 - 

2 のゲームであった . スライ ス出現回数は全34ポイ ント
中11ポイ ント あり , スライ スによるポイ ントは 7 ポイ ン
ト であった . 与えた課題は打てるボールは左右に振って
ほしいで , その結果レ シーブ , ス ト ロ ーク時のボール6 

回使用した中 5 ポイ ントがスライスによるポイ ントであっ
た. 試合後の感想では 「強く 打つとボールが止まった, 
バウンドが低く取り にく い」 などがみられた .

2 試合日は3 年生同志で 3 -1 のゲームあった . スラ

イ ス出現回数は全28ポイ ント中11ポイ ントでスライスに
よるポイ ントは 5 ポイ ントであった . 与えた課題は打て
るボールは左右に振ってほしいで , その結果レシーブ、
ス トローク時のボール 3 回使用した中 2 ポイ ントがスラ
イスによるポイ ント と なった . レシーブでミ ドルに短い
スライ スを打ち決まるポイ ントが多 く見られた . スライ
スをしない被験者から、 「はねない」 という発言があっ

た .

3 試合日は3 -0のゲームであった . スライ ス出現回

数は全17ポイ ント中 9 ポイ ント でスライ スによるポイ ン
ト 7 ポイ ント あった . 与えた課題は打てるボールは左右
に振ってほしいと打てるボールは短めに打ってほしいで , 

その結果, レシーブ、 ス トローク時のボール 6 回使用中
6 ポイ ン トがスライ スによ るポイ ン ト と なった . 試合後

の感想では 「いつも打つストロークと タイ ミ ングが違う」

や 「止まるボールが多い」 などがみられた .
以上の全試合においてバ ックハン ドスライ スス ト ロー

クを打った際の相手の返球についてゲーム分析し , 相手
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の返球を 5 種類に分析した結果, 表 1 に示す結果となっ
た .

表1 . 相手の返球 5種類

相手の返球 割合(%) 

ダブルスの試合後の被験者の感想と して

・ スライ スを打つのが難しかった

・ スライ スを打つとチ ャンスボールが返って く る

・ スライ スを深 く 打つのが難しかった

・ 前衛がつく とまた違った感じになる

・ 上にあがる際にスライ スを使用するといい

・ スライ スは引っ張るボール (逆クロス) の方が打ちや

すい

・ スライ スで高めのボールも振り切れば打てる

・ レ シーブでスライ スが使える

・ 高 さ を付けたスライ スを使った方がいい

・ スライ スで相手を崩すこ と を意識してやった

・ 通常のス トロークの一つと して使える感覚がある

・ 風がある方がスライ スボールはのってい く

・ 風があっても思う と こ ろに打てる

・ カ ッ ト サーブは難しい

・ ロ ブが必要かも しれない

対戦相手から

・ 下からすく う よう な打ち方しかできない (チャンスボー
ルになってしまう )
・ スライ スを打たれると、 シュート ボール (ネ ッ ト ぐら

いの高さで直線的に速度の速いボール) を打つのは無
理

・ 取り にく い

・ 何回かスライ スを受けるとスライ スになれて く る

・ スライ スをスライスで返球できるが, スライスから順
回転を打つのは難しい

・ バ ックの構えをした際には, 逆クロスを待つが (引つ
張るため) ボールがこない
・ 長いスライスボールが打ちにく い (返しにく い)
・ 回転が違う ため浅いスライスボールになると取れない 

回転を理解できないが、 いつもと違う方向へいく

・ 前衛はどちらに動いていいのかわからない

・ 風もあり スライ スがく ると と りあえず後衛に返そう と

なる

・ スライ スがく ると打つとこ ろを迷う

・ ロ ブは軌道が変わる (取るか迷う )
・ 伸びるボールと止ま るボールがある

・ ロ ーボレーはスライ スがかかっていても変わらない

などがみられた . 

1.スライス→空振り
2.スライス→相手ミス
3.スライス→チャンスボール
4.スライス→少し山なりボール
5.スライス→シュートボール
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1のスライ ス→空振り についてはバックハン ドスライ

スス トロークを相手に打つと相手がボールを取るこ とが

できないという ものであり , 10%の割合で見られた. 2 
のスライ ス→相手ミ スについては , バックハン ドスライ

スス トロークを相手に打つと相手が, ボールをネ ッ トに
かけてミ スをしたり , 返球してく るがバックアウトになっ
てしまったり , ボールに触っただけで返ってこなかった
り という ものであり , 20%見られた. 3 のスライス→チャ
ンスボールについては , バ ッ クハン ドスライ スス ト ロ ー

クを相手に打つと , 相手が山なりのよう なボールを返球
し , スマ ツシユなどでその後に容易にポイ ントが取れる
よう な返球のこ とであり , 21%見られた . 4 のスライ ス
→少し山なり ボールについては , バックハン ドスライ ス
ス ト ローク を相手に打つと , チ ャ ンスボールの時とは少

し違う が前衛を越えない , 頭から胸元の高さのボールの
返球のことで , 容易にボレーなどでポイ ントの取れる返
球である . これも同じ く 21%見られた . 5 のスライス→
シュー ト ボールについては , バ ッ クハン ドスライ スス ト

ロークを相手に打つとその打球について十分に対応し , 
ネ ッ ト とほぼ水平のスピー ドのあるボールの返球であり , 

3 %見られた.
図 9 はダブルス10試合のスライス出現回数, 全ポイ ン
ト数, スライスによるポイ ント数を示したものである . 
ダブルス10試合のスライス出現回数は98本 , 全ポイ ント
数は252ポイ ント , スライ スによるポイ ン ト数は51ポイ
ント であった . 全ポイ ント数を100% と して考えると , 
スライ ス出現回数は全体の39%, スライ スによるポイ ン
ト数は全体の20% となった. 
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図 9 . ダブルスの試合における結果
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一出現回数 - 全P ・ 決定P 

図10. シングルスの試合における結果

図10はシングルス 6 試合のスライス出現回数, 全ポイ
ント数 , スライスによるポイ ント数を示したものである . 

シングルス 6 試合のスライス出現回数は54本, 全ポイ ン
ト数は117ポイ ント , スライ スによるポイ ン ト数は36ポ
イ ントであった . 全ポイ ント数を100% と して考えると , 
スライス出現回数は全体の46%, スライスによるポイ ン
トは全体の31% となった.
シングルスの試合後の被験者の感想と して

・ シングルスの方が使いやすかった

・ ダブルスより もスライ スが取り にく い

・ いつも打つス ト ロークと タイ ミ ングが違う

・ 強 く 打つと ボールが止まった

・ 止ま るボールが多い

対戦相手から

・ バウン ドが低く取り にく い

などがみられた . 

IV. 考察
1 . バックハン ドスライ スス トロークの特性に関する分析

4 種類の逆回転のストロークと して 1 . 伸びるボール, 
2 . サイ ド変化のボール, 3 . 止まるボール, 6 . 裏面
よる逆回転のバックハン ドス トロークを比較すると , 1 . 
伸びるボールはバウン ドの高さが低 く , ピークまでの時

間は短く , 距離は長い , 速度は一番速い . バウンドから
次の落下までの距離も長く時間も短いため全体と してみ

ても一番打球速度は高いものと考えられる . これらより
1 . 伸びるボールは速度が速く あまり跳ねないため返球
を試みる者にと っては 「伸びて く る」 感じを受けるもの

と考えられる . 2 . サイ ド変化のボールは伸びるボール

に比べて速度は低いものの 4 打法の内でも 2 番目に速く , 
バウンドも 2番目に低い . これに加えて 1 . 伸びるボー
ルより も外側への変化がはるかに大き く 返球者にと って

打ち損じをさせやすいものと考えられる. 3 . 止まるボー
ルはバウン ドの高さが 1 . 伸びるボール, 2 . サイ ド変

化のボールに比べて高く , ピークまでの距離は短いが時
間は 1 . 伸びるボール, 2 . サイ ド変化のボール, 3 . 
止まるボールの中で一番長く かかっている . 特にバウン
ドから次の落下地点までの距離が 4 打球中最も短いこと
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は返球者にと って自分の方に向かってボールが飛んでこ

ないよう に 「止まって」 見えるものと考えられる .
以上の結果は , 硬式テニスにおけるバ ックハン ドスラ

イ スス ト ロークの打球特性がソ フ ト テニス用のボールを

使用した際にも同様に見られるこ と を示している .
6 . 裏面による逆回転のバックハン ドス ト ロークは 4 

打法中バウンドが一番高く , ピークまでの距離, 所要時
間および次の落下地点までの距離が一番長い . このこ と
は返球者にと ってボールを見る余裕ができてしまう こ と

や, 相手前衛に取られてしまう こ とから , バウンドを着
いてからの変化だけでは, 攻撃的なボールが打てるこ と
は少ないと考えられる .
一方 , 1 . 伸びるボール, 2 . サイ ド変化のボール, 

3 . 止まるボールに関してはソフ ト テニスの逆回転のバッ
クハン ドス ト ロ ークとは違い , バウン ドの高さ も低いこ
とがわかっており , ピークまでの速度に差はないものの, 

ネッ ト を超えてからの始めの着地点が長く , 順回転のバッ
クハン ドス トロークと変わらない . つまり , 速度や回転
に変化はあるものの, 順回転とほぼ同じよう な攻撃がで
きると考えられる . さ らに, 今までは逆回転のバックハ
ン ドス ト ロークはバウン ド後に右に跳ねるよう な軌跡を

も っていた . 今回のバックハン ドスライ スス ト ロークに

は , 2 . サイ ド変化のボールのス ト ロークのよう に, ソ

フ ト テニスの逆回転と同じよう な軌跡をしていたものも

あったが, 1 . 伸びるボールのよう にバウン ドをついて
から伸びるよう に感じるボールや , 3 . 止まるボールの

よう にバウン ドをついてから止まるよう に感じるよう な

ボールの 2 種類あるこ とがわかっており , これまでにな
い逆回転のボールであるため, 硬式テニスの打法による
バ ッ クハン ドスライ スス ト ロ ークは , 新たにソ フ ト テニ

スに取り入れて使用できる有効なス トロークであるこ と

が考察された . 4 . おもて面による順回転のバックハン
ドス ト ロ ークと 5 . 裏面による順回転のバックハン ドス

ト ロークの比較をすると , バウン ドの高さ , ピークまで

の時間, また落下までの時間には差がないものの, ピー
クまでの距離, 落下までの距離は 5 . 裏面による順回転
のバックハン ドス ト ロークの方が長く , 速度についても
5 . 裏面による順回転のバックハン ドス ト ロークのほう

が速いものであった . これは, 硬式の順回転より も ソ フ
ト テニスの順回転はスピンがかかっておらず , バウン ド

をついた際に勢いが劣らずに次のバウンドまでいってい

るため, 速度が変わらず, 距離が長く なったのだと考え
ら れる .

1 . 伸びるボールと 3 . 止まるボールの打ち方の違い
は, イ ンパク ト (ボールがガッ トに当たる瞬間) の面の
角度に違いがあることがわかった (図11) . 上図が 1 . 
伸びるボールのフ ォームである . これは面を少しねかせ

た状態でボールを打ち , その後は前に押し出すようする
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図11 . 伸びるボール (上図) と止まるボール (下図) の
打ち方

( 3枚目の右手首の角度を見ると手の甲が打球方向に向
いている) . そうすることで, 回転をしかけた状態でボー
ルが前方へ飛んでい く ため, バウン ド時にはあまり抵抗
がなく , その後もボールは勢いを落とすこ とな く飛んで
い く . そのため, ボールを受ける相手は, ボールが向かっ
て く るよう に感 じる . これをボールが伸びていると感 じ

るのだという こ とがわかった . 一方, 下図の 3 . 止まる
ボールのフ ォームは 1 . 伸びるボールより も面を立てて

ボールを打つ ( 3 枚目の手の甲が上を向いている) . こ
う するこ とで , ボールに対する回転が多 く なるため, バ
ウン ドをした際に止まる勢いが大き く なり , バウン ドの
高さが高く なる . よ ってこのボールを受ける相手はボー

ルが向かってこないため止まったよう に感じるのだと考

察できる . 中学生の感想に 「強く 打つと ボールが止まっ
た」 があったがこれはアンダー 回転を強く かけるという

こ と を表現しており , 下の段の図と同じ打法をしていた
ものと推察される . 

2 . 試合におけるバッ クハン ドスライ スス トロークの有

効性について

被験者に課題を与えながら ダブルス10試合 , シングル
ス 6 試合の試合を通して, バックハンドスライ スストロー

クが最も有効に出たのは, バックハンドスライ スストロー

クを相手に打った際に, 相手からの返球がない , 相手が
ボールを空振りするという 場面であった . 次に, 相手が
ミ スをするこ とである . 空振り に関しては , 試合当初に

多 く見られ初めて受けるボールに対して動く こ とができ

ずに, 空振り をしてしまう場面や, 跳ねる方向に戸惑う
場面が見られた . 相手のミ スに関しては, 空振りの時と
同様に, 跳ねる方法がわからないがボールにギリ ギリ触
れたと きや , 逆回転のバックハン ドスライ スス ト ローク

に対して , 順回転のシュート ボールを打と う とするがう
ま く打てずに, バックアウトやネ ッ ト ミ スをしてしまう
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という場面が多 く見られた.
このよう なこ と を踏まえ , ダブルス , シングルスの各々

の試合時の有効な打ち方は, ダブルスの場合 , 初めての
相手にバックハン ドスライ スス ト ロークを打つと , 今ま
でのバックハン ドス ト ロークの逆回転のボールでのバウ

ン ド後の伸びが違う ため, 多 く はチ ャ ンスボールが返っ

て く るという こ とが結果に示された . そこで , レシーブ
時にバ ッ クハン ドスライ スス ト ロ ーク を使用するこ と に

より , 相手からチャンスボールが返球され, 前衛がボレー
やスマ ツシユなどで決めるこ とができ , 後衛, 前衛, 共
にレシーブで使用すると有効であると考えられる . また
前衛に関しては, サーブをバックライ ン上で行う ため, 
その後ネッ トの定位置まで走っていかなければいけない . 
その際にバックハン ドスライ スス ト ローク を使用し , 伸

びるボールを相手の足元に送ると返球が困難になり , チャ
ンスボールが返球される . それを前衛がそのままボレー

などを決めるこ と も可能である . また, ゲームのス トロー

ク も含めると , バックハン ドスライ スス ト ロークの内 , 

伸びるボールとサイ ドに変化するボールはダブルスの場

合, 短いボールを打つより も , バックライ ンに近く長い
ボールを打つほう が返球者は伸びるボールでは詰まった

状態で返球する事になる . またサイ ドに変化するボール
の場合はラケ ッ ト の端にボールが当たり ミ スシ ヨ ツト に

なるかも し く は返球しても コート より も外に出されるた

め, 次の打球への対応が遅く なるため有効であると考え
ら れる .

ソ フ ト テニスのボールはゴムでできているため, 風に
よ ってロ ビングやスライ スはボールの方向が変化しやす

い . だが, バックハン ドスライ スス ト ローク をゲーム中

に使用した被験者は, 風があっても思う と こ ろに打てる
と述べた. これは, 順回転のス トロークと同様に回転と
スピードが十分に備わっているため, 風を気にするこ と
な く 思っているコースに打てるため4) と考えられる .

ゲーム中後衛のストロークの中で, 逆クロス展開でバッ
クハン ド側にボールがきた場合 , 多 く の人は逆クロスに
打ち返す, 引っ張るよう な打球を打つ. その際にロ ビン
グを打つのかシュート ボールを打つのか, または順回転
のボールを打つのか, 逆回転のボールを打つのかが相手

前衛は今まで理解できていた5). だが, 今回のバックハ
ン ドスライ スス ト ロークに関しては , 逆クロスを待って
いてもス ト レート に打たれるこ とや , 順回転のボールを

打つのか, 逆回転のボールを打つのかがわかりづら く , 
どう動いていいのかわからないという相手前衛からの感

想を聞いた . さらに, 相手前衛に対してボールが上がっ
てきても , バ ッ クハン ドスライ スボールはボールが揺れ

るため, 取り にく いという 意見もあった . このよう に, 
バックハン ドスライ スボールは相手前衛が返球の仕方を

迷う よう なボールであり , ゲーム中に使用できる有効な



山 本 忠 志 長 井 紗 帆 松 下 健 二

ボールであるこ とがわかった .
次にシングルスでは, ダブルスとは違い1対1で試合を

行う ため, 前衛がいない . シングルスで , バックハン ド
スライ スス ト ロークを使用すると , 前後左右にボールを
自由に配球するこ とができる. また, 風が強い日にも思っ
たコースに打つこ とができると被験者は述べていた . さ
らに, 試合中に態勢を崩し次のボールを打つまでの時間
を作り たい時などにもスライ スをかけるこ とで , 相手を
崩し時間を作ることができる.
シングルスで試合をした対戦相手に対しては, ストロー

クや特にレシーブ時に短いボールを打つこ とや, スライ
スの特性によりバウン ド後ボールの跳ねが低いため, 返

球がしにく く , バックハン ドスライ スス トロークは有効
であるという こ とがわかった . 今までのシングルスの中
でも、 フ ォアハン ドの逆回転のボールに長短をつけたス

トロークは多 く見られてきたが, バックハンドのス トロー
クに関して逆回転のボールで攻めることは少なく , 基本
的には順回転のみでス トロークをしてきた . 今回バック
ハン ドスライ スス ト ロ ーク を シングルスに取り入れるこ

とにより , バックハン ドで使用できるス ト ロークが 2 つ
から 5 つに増え , ゲームの幅も増えるものと考えられた.
シングルスは , ダブルスとは違い , 長いボールだけで

はな く ダブルスでは比較的に有効性が低かった短いボー

ルも相手に対 しては有効なボールとなるこ とが結果から

も実証されている . そのため, ダブルスより も打てるス
ト ロークの種類も増えると考えられる . よ って , バック
ハン ドスライ スス ト ロ ークはダブルスよ り も シングルス

で使用するほうがポイ ントになりやすい可能性からより

有効であるこ とが示唆された. 

V. 総括
本研究では, ソ フ ト テニスにおいて , ルール上使用す
るこ とが禁止されていないが実際にはほと んど使用され

ない表面を積極的に使用するこ とによってゲームの展開

がどのよう に変化するかを明らかにすること目的と した. 
そこ でソ フ ト テニスのバ ッ クハン ドスライ スス ト ロ ーク

を硬式テニスのストローク技術を用いて打球させ, ソフ
ト テニスボールを使用 した際のス ト ロークの特性を明ら

かにするとともに, そのストローク技術を用いた際のゲー
ムの展開から、 そのスト ロークの有効性を明らかにした. 
1 . バッ クハン ドスライ スス トロークの特性について
バ ックハン ドスライ スス ト ロ ークの特性をみるために

1 . スライ スス ト ロークの伸びるボール, 2 . スライ ス
ス トロークのサイ ド変化のボール, 3 . スライスス トロー

クの止まるボールと , 4 . 表面による順回転のバックハ
ン ドス ト ローク , 5 . 裏面による順回転のバックハン ド
ス ト ロークおよび 6 . 裏面による逆回転のバックハン ド
ス ト ロークの 6 つのス トロークによ るボール軌跡の比較
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を行った .
その結果, 1 の伸びるボールはバウン ドの高さは低 く , 
ピークまでの速度は速く , ネ ッ ト を超えてからの始めの
着地点が長く , 相手に対してボールが落下後伸びてく る
よう に感 じ させるものであった . よって硬式テニスでの
ト ッ プスピン ドライ ブのバ ックハン ドス ト ローク とほぼ

同じよう な攻撃ができるこ とが示唆された.
2 のサイ ドに変化のボールのよう にバウン ド後大き く

サイ ドに変化するボールは相手の打球ポイ ント にズレを

もたら し , 打ち損じをさせる可能性が考えられる .
3 の止まるボールのよう にバウン ドを してから止まる

よう なボールは相手に前方への身体移動を要求するこ と

になり , 打球態勢を崩すことができると考えられる .
以上のこ とからこの 3 種の打球方法はゲームにおいて
ポイ ント奪取のために有効に働く ものと考えられる .
一方 , 6 の裏面による逆回転のバックハン ドス トロー
クはスライスス トロークの 4 打法中バウンドが一番高く , 
ピークまでの距離, 所要時間および次の落下地点までの
距離が一番長い . このこ とは返球者にと ってボールを見
る余裕ができてしまう こ とや, 相手前衛に容易に返球さ
れてしまう こ とから , バウンド後の変化だけでは, 攻撃
的なボールになりえないものと考えられる .
2 . 試合におけるバッ クハン ドスライ スス トロークの有

効性について

ダブルス10試合 , シングルス 6 試合の試合を通して , 
バックハン ドスライ スス トロークの効果についてみると , 

バックハン ドスライ スス ト ローク を相手に打った際に , 

相手がボールを空振りするこ とや相手がミ スシ ヨ ツト を

するこ とが多 く なるこ とが示された . また, レシーブ時
にバックハン ドスライ スス ト ローク を使用するこ とによ

り , 相手からチ ャンスボールが返球され, 前衛がボレー
やスマ ッシュを決めるこ とができ , 後衛, 前衛, 共にレ
シーブで使用すると有効である場面が認められた. ゲー
ムのス トローク も含めると , バックハン ドスライ スス ト

ロークの内 , 伸びるボールとサイ ドに変化するボールは

ダブルスの場合 , 短いボールを打つより も , バックライ
ンに近く長いボールを打つほう が返球者は伸びるボール

では詰まった状態で返球する事になる . またサイ ドに変
化するボールの場合はラケ ッ ト の端にボールが当たり ミ

スシ ヨツト になるかも し く は返球しても コート より も外

に出されるため, 次のス ト ロークへの対応が遅 く なるた

め有効であると考えられる .
バ ッ クハン ドスライ スス ト ロ ークは , 逆クロ スを待っ

ていてもス ト レート に打たれるこ とや , 順回転のボール

を打つのか, 逆回転のボールを打つのかがわかりづらい . 
また, 相手前衛にボールが上がってきても , バックハン
ドスライ スボールはボールが揺れるため, 取り に く いと

いう意見もあった. ここから , 相手前衛からも迷う よう



ソ フ ト テニスにおけるバ ッ クハ ン ドスライ スス ト ロ ークの有効性について

なボールになっているこ とが分かったため, バックハン
ドスライスス トロークはゲーム中に使用できる有効なボー

ルであるこ とがわかった .
シングルスで試合をした対戦相手に対しては, ストロー

クや特にレシーブ時に短いボールを打つこ とが, 返球が
しにく く , バックハン ドスライ スス ト ロークが有効であ
るという こ とが明らかになった .
シングルスは , 長いボールだけではな く , 短いボール

も相手に対 しては有効なボールとなるこ とから , ダブル
スより も打てるス ト ロークの種類も増えるこ とはシング

ルスで使用するほう がポイ ントになりやすい可能性から

より有効であるこ とが明らかになった .
以上の結果を総括すると , 今回採用した硬式テニスの

バックハン ドスライ スス ト ロークの打球方法はソ フ ト テ

ニスのゲームにおけるポイ ント奪取において大変有効な

手段であることが認められた . 

VI . 今後の課題
本研究は, ソフ ト テニスの打球技術の中に新たに硬式
テニスの打球技術を取り入れることに着目し , その打球
技術の特性, 試合における有効性を検討することを目的
と した .

3 種類のバックハン ドスライ スス ト ローク を新たに加

えて , 試合を行ったと こ ろゲームの加点に繁げるこ とが

でき , 有効性が見られた. しかし , 試合を続けていく と
対戦相手もバ ックハン ドスライ スボールの回転に慣れが

生じるため, 返球が可能と なる . そのため, こ れからは

ゲーム展開を考慮しながら 3 種類のバックハン ドスライ
スス トローク を , いつ , どのよう に使用すればゲームの

加点はもちろんのこと , 試合の勝利に素がるのかについ
て検討する必要がある . また , シュート ボールのみでな

く , 山なりのボールであるロ ビングボールについても , 

打球の特性を考慮しながら取り入れることによってさら

に, ゲームの展開が増える可能性がある .
今回の実験では屋外のみで実験を行ってきたが, ソフ
ト テニスは屋内などで試合を行う こ と もあるため, 屋内
の有効生についても , 今後の研究で検討が必要な部分で
ある . また, 本研究では対象者を中学生にして行ってき
たが, バックハン ドスライ スス ト ローク を戦術と して定

着させるためにも , 今後はこれらの成果に加えプロ選手
を対象と した実験を行う必要があると考える . 
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